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1-1. 代表的なYumのコマンド 
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 一般的に使われているコマンド 

  パッケージのインストール 

    

  パッケージをアンインストール 

   yum remove [パッケージ名] 

  パッケージの検索 

   yum search [パッケージ名] 

  インストール済みのパッケージリスト 

   yum list installed 

  インストール可能なパッケージリスト 

   yum list available 

  すべてのパッケージリスト 

   yum list all 

yum install パッケージ名 

yum search パッケージ名 

yum list installed 

yum list available 

yum list all 

yum remove パッケージ名 



1-2. 代表的なYumのコマンド 

 システム全体のパッケージのアップデート 

   

 パッケージを指定してアップデート 

   

 アップデート可能なパッケージをすべて表示 

   

 パッケージの詳細情報を表示 

  

 リポジトリを有効（無効）にしてパッケージをインストール 

  
  
  ※リポジトリ名のあとに「,」で区切れば複数を設定可能。 

   この方法であれば同じパッケージが複数のリポジトリに存在しても、 

       指定したリポジトリからインストールを行える。 
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yum update 

yum update パッケージ名 

yum check-update 

yum info パッケージ名 

yum –enablerepo=リポジトリ名 install パッケージ名  ※有効にする場合 

yum –disablerepo=リポジトリ名 install パッケージ名  ※無効にする場合 
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2-1. パッケージのインストール（ACS） 

①ACSを起動。 

②メニューバーの［ツール(T)］の［オープン・ソース・パッケージ管理］を選択。 

③<Connect to SSH>ウィンドウで、IBMiに接続する。 

④既に接続済みで、別のIBMiに接続する場合は、表示されたウィンドウのメニュー 

 バー［Connection］→［Disconnect］を選択し、再接続する。 
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【ACS使用したパッケージインストールの説明】 



2-2. パッケージのインストール（ACS） 

⑤［Available packages （導入可能パッケージ一覧）］タブより導入希望の 

 パッケージを選択する。※複数選択する場合はCtrlキーを押しながらクリック 

⑥ [Install] ボタンをクリックするとインストールが開始される。 
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【ACS使用したパッケージインストールの説明の続き】 



2-3. パッケージのインストール（ACS） 

⑦[Install]を選択すると、<Package Installation>ウィンドウが表示され
る。このウィンドウにはパッケージのバージョンや対象のリポジトリ、
容量などの情報が記載され、Installのy/Nを確認される。 

 

 内容を確認し問題がなければyを入力。 

 エンターを押し実行するとInstallが 

 行われる。 

 

 
 ※Open Source Package Management画面で 

  複数のパッケージを選択して、一括Installを 

  選択した際はまとめて表示される。 
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【ACS使用したパッケージインストールの説明の続き】 



3-1. パッケージのインストール（CLI） 

ここから先は、SSHで接続して作業を行うか、QP2TERM 

を利用する。 ※今回はSSHで接続した場合の解説 

①SSHで接続する。 

②PATHを追加する。 

 yumコマンドを利用する為に、PATHを追加する必要がある。 

  「/home/ユーザー」内にある 「.profile」 を編集する。 

  vi .profile で編集を行い（5250の場合は、EDTFコマンド） 

  

 この記述を追加して保存することで、起動時のPATH設定に加えることが
できる。編集完了後に下記のコマンドを実行し、PATHの確認を行う。 
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【CLI使用したパッケージインストールの説明】 

PATH=/QOpenSys/pkgs/bin:$PATH 

echo $PATH 



3-2. パッケージのインストール（CLI） 

③インストール可能なパッケージ一覧を確認する。 

 1.)代表的なYumのコマンドでも取り上げた、 

  

 コマンドで以下の様に一覧を表示する事が可能。 
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yum list available 

Copyright 2019 CHUBU SYSTEM CO., Ltd. All Rights Reserved. 

【CLI使用したパッケージインストールの説明の続き】 



3-3. パッケージのインストール（CLI） 

④パッケージをインストールする。 

 次のコマンドは、Python3関連のパッケージをインストール例。 

 （※スペースでパッケージ名を区切り複数インストールが可能） 

 

 インストールパッケージ情報（Installing）と、依存パッケージ
（dependencies）が表示される。 “y”を入力しインストール開始。 
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yum install python3-pip python3-ibm_db python3-itoolkit 
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【CLI使用したパッケージインストールの説明の続き】 



3-4. パッケージのインストール（CLI） 

 その他、5733OPS相当のパッケージを例にインストール。 

  Python 3 Machine Learning パッケージ 

   
  Node.js Version 10 のインストール  
   
  GCC and development toolsのインストール  
    
  chroot(ibmichroot)のインストール ※unzipも含まれている。 

  
  zipのインストール  
    
  cloud-initのインストール  
  
  Nginxのインストール  
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yum install python3-numpy python3-pandas python3-scikit-learn python3-scipy 

yum group install "Development tools" 

yum install ibmichroot 

yum install zip 

yum install cloud-init 

yum install nginx 

yum install nodejs10 
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【CLI使用したパッケージインストールの説明の続き】 



Vim（テキストエディタ）※UTF-8対応ビルド 

 CUIのためシンプルで動作も軽い。 

 /home/ユーザー ディレクトリに [.vimrc]を作成する。 

 以下の設定後はUTF-8で日本語入力が可能となる。 
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4-2. 代表的なパッケージの紹介 
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set encoding=utf-8  
set fileencodings=iso-2022-jp,euc-jp,sjis,utf-8  
set fileformats=unix,dos,mac 



Midnight commander（CUIファイルマネージャー） 

 初期設定だと画像の様に左右で画面が分割されている。 

 一方をQuick Viewに変更する事が可能となっている。 

 またマウスによる操作も可能で、CUIが不慣れでも扱い易い。 
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4-3. 代表的なパッケージの紹介 
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IBMiがインターネットに出られない場合、ローカル環境内に 

リポジトリの作成が必要となる。 

ローカル環境内に作成されているリポジトリを参照することで、 

IBMiがインターネットに出ることなく、パッケージの導入を行う 

ことができる。 

ローカル内のリポジトリを作成するにあたり、対象リポジトリの
ファイルが必要となる。 

今回は、IBM公式のリポジトリの複製を例に説明する。 
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5-1. ローカルリポジトリの利用 
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①URLを参照し、すべてのディレクトリをコピーして保存する。 

 ftp://public.dhe.ibm.com/software/ibmi/products/pase/rpms/repo 

 （※wgetやftpを使用し一括取得可能。） 

 次の例では、Windowsエクスプローラを使い、ftp接続で対象の
全ディレクトリをコピーして保存。 
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5-2. ローカルリポジトリの利用 
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② 保存したディレクトリをすべてIBMiにアップロード。 
 ※任意のディレクトリを作成してからアップロード 

 

 

③ローカル用リポジトリファイルの作成。 

 IBM公式リポジトリファイル(ibm.repo)をコピー。 
 ※local.repoの名前は任意で。 
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5-3. ローカルリポジトリの利用 
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cd /QOpenSys/etc/yum/repos.d 
cp –p ibm.repo local.repo 

mkdir /QOpenSys/etc/yum/LocalRepo/repo 



④IBM公式リポジトリを無効にする為「ibm.repo」編集する 

 “enable=1（有効）”を“enable=0（無効）”に変更する。 
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5-4. ローカルリポジトリの利用 
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vi ibm.repo 
 
[ibm]  
name=ibm 
baseurl=https://public.dhe.ibm.com/software/ibmi/produc
ts/pase/rpms/repo  
enabled=0  
gpgcheck=0  
sslverify=0  



⑤ローカル用のリポジトリ設定「local.repo」を次の様に編集。 
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5-5. ローカルリポジトリの利用 
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vi local.repo 
 
[local]  
name=local  
baseurl=file:///QOpenSys/etc/yum/LocalRepo/repo 
enabled=1  
gpgcheck=0  
sslverify=0  



【前述の設定ファイルの項目】 

各項目についての説明は以下の通り 

 [local]  → []内はリポジトリを表すユニークなID。 

 name=local  → リポジトリの表示名。yum repolist で表示される。 

 baseurl= → リポジトリへの参照を記述。URL、ローカルパスを
    記述できる。 

     今回の参照方法は、ローカルファイルのため 

     “file:///”を使用して、コピーしたリポジトリの 

          ディレクトリパスを記述。 
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5-6. ローカルリポジトリの利用 
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⑥現在有効になっているリポジトリを確認する。 

 以下のコマンドを実行。※PATHを通してある前提。 

 

 ibm.repoは無効になっている為、表示されるのはlocal.repo
の1件のみ。 
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5-7. ローカルリポジトリの利用 
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yum repolist -v 



⑦インストール可能なパッケージを表示。 

 次のコマンドを実行。 

 青枠部分で参照リポジトリが、localであることを確認できる。
以上でローカルリポジトリの準備完了。 

 ※ここからのパッケージの導入は3-1.）パッケージのインストール(CLI)を参照。 
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5-8. ローカルリポジトリの利用 
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yum list available 



サードパーティ・リポジトリは多種多様にある。 

その中で、IBMの所有ではないが、動作の確認を行い、 

IBMi yum公式に紹介されている 

 ・The I Doctor 

・QSECOFR 

・SoBored 

３つのリポジトリのうち、SoBoredを一例として紹介する。 
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6-1. サードパーティ・リポジトリの利用 
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サードパーティ・リポジトリを利用する手順は、 

前項目である、ローカルリポジトリとほぼ同様である。 

 /QOpenSys/etc/yum/repos.d のディレクトリに、 

SoBored.repoファイルを作成。内容の記述は下記の通り。 

 

 

 

 

作成後、repolistを確認すれば使用可能になっているか確認できる。 
※リポジトリの参照先である「baseurl」は、各リポジトリで用意されているURLを入力する。 
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6-2. サードパーティ・リポジトリの利用 
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[SoBored] 
name=sobored 
baseurl=http://rpms.sobo.red/ibmi/ppc64/  
enabled=1  
gpgcheck=0  



リポジトリ「SoBored」とは。 

 

 「ibmi-dotfiles」パッケージが用意されている。 

 上記を導入することでibmi-dotfilesコマンドが利用可能になる。 

 このコマンドは、.gitconfigや.profileなどのドットファイルを 

 一括で任意のディレクトリにコピーすることができる。 

 コピーするドットファイルを選ぶことはできず、全てになってし
まうが、複数のIBMiを管理する際等、便利な機能になっている。 
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6-3. サードパーティ・リポジトリの利用 

Copyright 2019 CHUBU SYSTEM CO., Ltd. All Rights Reserved. 



 【参考サイト】 

   yum公式（BITBUCKET）… https://bit.ly/2nje65h 

   IBM公式        … https://ibm.co/2nlsJF7 

   SoBored      … https://bit.ly/2MxBSmx 

 
※当ガイドの内容について 

 当ガイドは、ＯＳＳ分科会の研究成果であり、可能な限り正確な情報を提供するよう努めており
ますが、正確性を保証するものではありません。また、当該作業による業務への支障や損害等の
一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。 

 

 
     ※IBM®、POWER®、IBM i® は、IBM社の商標および登録商標です。 
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